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別紙様式８ 

編 修 趣 意 書 
（教育基本法との対照表） 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27－33 高等学校 理 科 生物基礎  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 生基 312 改訂 新編生物基礎 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

本教科書は，中学校の学習内容を基礎として，日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関

心を高め，観察，実験などを通して，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念

や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養うことを目指して編修しました。そのため，学習に有効な

写真，資料を豊富に掲載し，生徒の興味・関心を高めるとともに，科学的な思考力，表現力の育成を図る観点か

ら，自らの課題意識に基づいて学習ができるように配慮しました。また，この学習の過程を通じ，基礎的・基本的

な知識・技能を確実に習得し，習得した知識・技能を日常生活や科学的な思考力の基礎として活用する能力が

身に付けられるように意を用いました。 

２．編修の基本方針 

本教科書は，近年の高校生の学力の傾向や学習指導の実態を考慮しつつ，教育基本法に示され

た教育の目標を達成し，「１．編修の趣旨及び留意点」で挙げた学力が身に付くよう，下記の基本

方針に基づいて編修しました。 

（１） 学習した項目を互いに結びつけ，生物学の全体像が見通せるように配慮し，生徒が課題

意識をもって，問題解決的に学習が進められるように内容を配列する。 

（２）主体的で探究的な学習活動を通して，生徒自らが科学的な概念を習得し，知識を体系化

できるように配慮する。 

（３）多種多様な生物や生物現象について，問題を把握し，見通しをもって観察，実験を行う

ことで，生物学的に探究する能力と態度を養うようにする。 

（４）生徒の思考や興味・関心が，記述されている学習内容の理解にとどまらずに，学習内容

と日常生活や社会とのかかわりも広がることができるようにする。 

（５）中学校との接続を意識して，生徒が読みやすく，理解しやすい簡潔な本文記述にする。

また，資料性の高い豊富な写真やイラストを多用することで，生徒の興味・関心を高め

ながら，楽しく無理なく基礎学力を身に付けられるようにする。 
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３．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１編 
生物の特徴 

■１章 生物の多様

性と共通性 

■２章 生命活動と

エネルギー 

・具体的な観察実験を通して，自然の事物・現象に対する関心や

探究心を高め，科学的に探究する能力と態度を育成するように

しました（第１号）。 

［1章］18 ページ 

［2章］27 ページ 

[探究]32-35 ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう，節頭に『課

題（？）』を設けるなど，問題解決的な学習展開を工夫しまし

た（第２号）。 

・生物学と日常生活との関連を，読み物資料などで豊富に紹介し

ました（第２号）。 

［1章］12，16，19 ページ 

［2章］20，23，24，26，30ページ 

・協働的な問題解決活動を通して，科学的なものの見方や考え方

を育み，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態

度を養うように配慮しました（第３号）。 

［1章］18 ページなど 

［2章］27 ページなど 

[探究]32-35 ページ 

・身近な自然とかかわる観察実験や，読み物資料を充実するなど

して，学習活動を通して，生命を愛護し，自然環境を保全しよ

うとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［1章］18，19 ページなど 

［2章］27 ページなど 

[探究]32-35 ページ 

・日本ならびに世界の生物などの写真などを多数掲載し，科学技

術が国際社会の平和と発展に貢献していることを紹介しまし

た（第５号）。 

［1章］12，14-15，16-17ページ 

［2章］23 ページ 

 

２編 
遺伝子とそのは

たらき 

■１章 生物と遺伝

子 

■２章 遺伝情報の

分配 

■３章 遺伝情報と

タンパク質の合

成 

・具体的な観察実験を通して，自然の事物・現象に対する関心や

探究心を高め，科学的に探究する能力と態度を育成するように

しました（第１号）。 

［1章］42 ページ 

［2章］56-57ページ 

［3章］69 ページ 

[探究]72-75 ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう，節頭に『課

題（？）』を設けるなど，問題解決的な学習展開を工夫しまし

た（第２号）。 

・生物学と日常生活との関連を，読み物資料などで豊富に紹介し

ました（第２号）。 

［1章］40，46，49 ページ 

［2章］54，58，60 ページ 

［3章］62，68 ページ 

・協働的な問題解決活動を通して，科学的なものの見方や考え方

を育み，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態

度を養うように配慮しました（第３号）。 

［1章］42 ページなど 

［2章］56-57ページなど 

［3章］69 ページなど 

[探究]72-75 ページ 

・身近な自然とかかわる観察実験や，読み物資料を充実するなど

して，学習活動を通して，生命を愛護し，自然環境を保全しよ

うとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［1章］42 ページなど 

［2章］56 ページなど 

［3章］69 ページなど 

・日本の科学者に加え，海外の科学史や写真・資料などを豊富に

掲載するなど，科学技術が国際社会の平和と発展に貢献してい

ることを紹介しました（第５号）。 

［1章］43，49，50-53 ページなど   

３編 

生物の体内環境

の維持 

■１章 体内環境の

維持 

■２章 体内環境を

保つしくみ 

■３章 体内環境

を守るしくみ 

・具体的な観察実験を通して，自然の事物・現象に対する関心や

探究心を高め，科学的に探究する能力と態度を育成するように

しました（第１号）。 

［1章］85，93 ページ 

［2章］102 ページ 

［3章］113 ページ 

[探究]126-129，130-133 ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう，節頭に『課

題（？）』を設けるなど，問題解決的な学習展開を工夫しまし

た（第２号）。 

・生物学と日常生活との関連を，読み物資料などで豊富に紹介し

ました（第２号）。 

［1章］80，83，84，87，90，96，

97 ページ 

［2章］98，100，106，108ページ 

［3章］110，120ページ 

・協働的な問題解決活動を通して，科学的なものの見方や考え方

を育み，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態

度を養うように配慮しました（第３号）。 

［1章］85，93 ページなど 

［2章］102 ページなど 

［3章］113 ページなど 

 [探究] 126-129，130-133 ページ 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

 
・身近な自然や素材とかかわる観察実験や，読み物資料を充実す

るなどして，学習活動を通して，生命を愛護し，自然環境を保

全しようとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［1章］83，87，96，97ページなど 

［2章］108 ページなど 

[探究] 126-129，130-133 ページ 

・日本の科学技術・科学者，伝統技術に加え，写真・資料などを

豊富に掲載するなど，科学技術が国際社会の平和と発展に貢献

していることを紹介しました（第５号）。 

［1章］97 ページなど 

４編 
生物の多様性と生

態系 

■１章 植生の多様

性と遷移 

■２章 バイオーム

とその分布 

■３章 生態系とそ

の保全 

・具体的な観察実験を通して，自然の事物・現象に対する関心や

探究心を高め，科学的に探究する能力と態度を育成するように

しました（第１号）。 

［1章］152 ページ 

［2章］165 ページ 

［3章］173，178ページ 

［探究］188-189，190-191 ページ 

・目的意識や見通しをもって学習活動が行えるよう，節頭に『課

題（？）』を設けるなど，問題解決的な学習展開を工夫しまし

た（第２号）。 

・生物学と日常生活との関連を，読み物資料などで豊富に紹介し

ました（第２号）。 

［1章］140，142，145，146，

149，153 ページ 

［2章］154，158，164 ページ 

［3章］168，170，174，175，

180，181，185 ページ 

・協働的な問題解決活動を通して，科学的なものの見方や考え方

を育み，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態

度を養うように配慮しました（第３号）。 

［1章］152 ページ 

［2章］165 ページ 

［3 章］173，178，180-185 ページ 

［探究］188-189，190-191 ページ 

・身近な自然や景観とかかわる観察実験や，読み物資料を充実す

るなどして，学習活動を通して，生命を愛護し，自然環境を保

全しようとする態度の育成を図るようにしました（第４号）。 

［1章］145，149，152，153 ペー

ジなど 

［2章］164，165ページなど 

［3章］173，175，178，181，185

ページなど 

・日本ならびに世界に生息する生物などの写真，資料を多数掲載

し，日本ならびに世界の自然環境に関する理解を深められるよ

うに配慮しました（第５号）。 

［1章］138～139，140，142，

143，144，145，146，147，

148，150，151，153 ページなど 

［2章］157，158，159，160，

161，162，163，164，166，167

ページなど 

［3章］170，172，176，177，

179，180，181，182，183，

184，185，186，187 ページなど 

 

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・中学校での学習内容とのつながりに配慮し，より学習が深められるよう，各編のとびらに中学校の学

習内容を振り返るコーナー『思い出してみよう！ 中学校で学んだこと』を設けたり，本文の中学の

復習の内容の部分や側注部に，『復習マーク』を付記したりするなどしました（学校教育法第 51条 1

号）。 →9，13，16，20，24，26，28，29，37，40，54，77，84，87，98，137，140，141，154，175，176 ページなど 

・学習内容を基に，日常生活の中での応用，生物多様性の保全に関する課題解決について考えさせるな

ど，幅広い視野を養い，持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました（学校教育法第 51

条 3号）。 

→23，120-123，180-185，後見返し⑤-⑥ページなど 

・各項の見出し部分には，重要用語や物質名などの英語表記を付記し，ニュースや英語の授業などで耳

にする生物学に関する英単語に触れられるように配慮しました（学校教育法第 51条 2号）。 

 →12，14，16，20，22，24，26，28，30，40，41，43，45，46，47，54，55，58，60，62，64，65，66，68，70，80，82，84，88，90，92，94，

98，100，104，106，108，110，112，114，116，118，120，122，140，142，143，144，146，148，150，151，154，156，158ページなど 
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別紙様式９ 

編 修 趣 意 書 
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27－33 高等学校 理 科 生物基礎  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 生基 312 改訂 新編生物基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

本教科書は，中学校で学習した内容を基礎として，日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関

心を高め，観察，実験などを通して，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原

理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養うことを目指して編修しました。 

（1） 目標及び内容 ------------------------------------------------------------------------------  

① 生物学の本質を理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●基本的な学習内容と，現象が分かりやすい観察実験に重点

を置き，探究的に学習が進められるようにしました。 

●「共通性と多様性」という二つの視点を理解するために，

「生物の特徴」について，写真，模式図を用いて，丁寧に

解説しました。 

●各節の導入部には，『この節の課題（?マーク）』を設け，課

題意識をもって主体的に学習を進められるように配慮しま

した。 

●各節末には，『この節のポイント（！マーク）』を設け，『こ

の節の課題（？マーク）』に対する結論をまとめました。自

学自習も含め，節ごとに学習内容の本質を理解できるよう

に配慮しました。 

●巻末には，『この節の課題』と『この節のポイント』を一覧

できる『学習内容の課題とポイント 30』を設けました。年

間の学習が終了した際に，生物基礎全体の学習内容を振り

返ることができるよう配慮しました。自学自習の際にも役

立ちます。 

●重要な図や写真には，『キャラクター（かりかりす）』が登

場し，補足する言葉を投げかけることで，内容理解を助け

るように配慮しました。 

●「観察実験」には，必要に応じて『注意マーク』を付記し，

安全に観察実験が行えるように配慮しました。 

●免疫の学習場面では，模式図を用いた 4 コママンガ的イラ

ストとしくみの概観図を併せて示すことで，親しみを持ち

ながら学習内容を理解しやすいよう配慮しました。 
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② 生物学への興味・関心を高め

る 

 

 

 

 

③ 生物学を学ぶ意欲を持続させ

る 

 

 

 

 

 

●各編の導入部には，グラビアページを設けました。各編で

の学習内容が私たちのくらしに関連していることを感じ取

れるように，人を題材とした写真を掲載しています。学習

内容に関連する写真と，身近な事物・現象に関するコラム

を多数掲載し，生徒の興味・関心を高めるようにしました。 

●適宜，『発展』を設け，必要に応じて学習内容を深めること

ができるようにしました。 

●巻末には『私たちのくらしと生物基礎』を設け，各編で学

習した内容と私たちのくらしや日常生活とどのようなつな

がりをもっているのかを示すようにしました。 

●各編のとびらや章，節の導入部に『ナビ』を設定しました。

章・節の学習内容の全体像を示し，現在の学習進度の位置

を，一目で捉えることができるように配慮しました。 

●３編の人体や４編でとり上げた写真などには『ナビ』を設

定しました。学習している内容が自分の体や地図上のどの

位置にあるのかをふまえることで，学習内容に対しての興

味・関心が持続するように配慮しました。 

●編末には，学習内容を振り返るための『用語の確認』を設

け，自学自習を進められるようにしました。 

●重要語句は太字で強調するとともに，漢字にはすべてふり

がなを付しました。

図書の構成 各編の内容 該当箇所 

１
編 

生
物
の
特

徴 
１章 生物の多様性と共

通性 

●生物の世界の見方「多様性と共通性」と，「生物の特徴」に

ついて学習します。また，身近な生物の観察実験を通して真

核生物，原核生物の細胞の基本的な構造が同じであることを

理解させます。 

12～19 ページ 

２章 生命活動とエネル

ギー 

●生命活動に必要なエネルギーと代謝について学習します。葉

緑体とミトコンドリアの起源について学習します。 
20～31 ページ 

２
編 

遺
伝
子
と
そ
の

は
た
ら
き 

１章 生物と遺伝子 
●遺伝情報を担う物質としての DNA の構造，ゲノムについて

学習します。 
40～53 ページ 

２章 遺伝情報の分配 
●中学校で学習した体細胞分裂と関連させて，DNA の複製，

分配について学習します。 
54～61 ページ 

３章 遺伝情報とタンパ

ク質の合成 

●DNA の遺伝情報に基づいてタンパク質が合成されることを

学習します。 
62～71 ページ 

３
編 

生
物
の
体
内
環
境

の
維
持 

１章 体内環境の維持 

●腎臓のはたらきによって，体液の成分が保たれていること

や，肝臓でさまざまな物質の合成・分解・貯蔵が行われて体

液の成分が保たれていることを学習します。 

80～97 ページ 

２章 体内環境を保つし

くみ 

●血糖値などは，自律神経系のはたらきやホルモンの作用によ

って，一定の範囲に保たれていることを学習します。 
98～109 ページ 

３章 体内環境を守るし

くみ 

●免疫とそれにかかわる細胞のはたらきについて学習します。

身近な疾患の例として，花粉症やエイズなどについて学習し

ます。 

110～125ページ 
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４
編 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

１章 植生の多様性と遷

移 

●陸上にはさまざまな植生がみられ，植生は長期的に移り変わ

っていくことを学習します。 
140～153ページ 

２章 バイオームとその

分布 

●気温や降水量の違いによってさまざまなバイオームが成立

していることを学習します。バイオームの構成要素である生

物種を，多数の写真で取り上げました。 

154～167ページ 

３章 生態系とその保全 

●生態系では物質が循環するとともにエネルギーが移動する

こと，生態系のバランス，生態系の保全の重要性について学

習します。新聞記事になるようなトピックをいくつか取り上

げ，学習内容が身近に感じられるようにしました。 

168～187ページ 

 

（2） 内容の特色と構成 -------------------------------------------------------------------------  

①組織・配列・構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高等学校理科学習指導要領「生物基礎」の「目標」「内容」

及び「内容の取扱い」に示された事項のすべてについて，

過不足なく取り上げました。 

●中学校までの学習と関連づけながら学習できるように，各

編とびらに『思い出してみよう！ 中学校で学んだこと』

を設けたり，本文中に，『復習マーク』を付したりしました。 

●現在学習している内容が，章や項目のなかで，どこに位置

付いているかを『ナビ』で示しました。 

●各節ごとに，『この節の課題（？マーク）』と『この節のポ

イント（！マーク）』を設け，課題意識をもって学習を進め

ていけるように配慮しました。 

●『コラム』では，日常生活や環境，科学史など，本文に関

連し，生物についての世界が広がる内容を扱いました。 

●各編末には，生徒が自ら学習内容を振り返り，理解度を確

認するための『用語の確認』を設けました。

②表記・表現 

 

 

 

 

 

③印刷・造本上の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平易な文章で，分かりやすく，丁寧な記述を心がけるとと

もに，学習内容に関連する適切な図版と資料性の高い写真

を掲載し，生徒の関心・意欲を高めるようにしました。 

●項タイトル部分に，その項で学習する重要な用語の英訳を

示しました。 

 

●製本には針金を使用せず，接着剤で製本することで，リサ 

イクル性を重視しました。 

●用紙には再生紙を用いるとともに，植物油インキで印刷し

ました。 

●レイアウト・図版の色づかいなど，ユニバーサルデザイン

に配慮して編修しました。また，ふりがなや，図中の小さ

い文字などには，ユニバーサルデザインフォントを使用し

ました。 
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④教科書を補完する 

指導書の工夫 

 

●授業展開例，学習目標・評価規準などが分かりやすく整理

された教師用指導書を発行します。指導書付属の動画コン

テンツ，ワークシート，デジタル板書などの豊富なデジタ

ルコンテンツが，ICT教育の充実をサポートします。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 該当箇所 学習指導要領の内容 
配当 

時数 

■探究活動の手引き①② 

■顕微鏡の使い方 
2～5 

内容(1)ウ，(2)イ，(3)ウ 

内容の取扱い(1)ア，(1)イ 
2 

１編 

生物の特徴 

１章 生物の多様性と共通

性 
12～19 

内容(1)ア(ア) 

内容の取扱い(1)ア，(1)ウ，（2）ア 
3 

２章 生命活動とエネルギ

ー 
20～31 

内容(1)ア(イ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ア 
5 

探究 1 葉緑体とミトコン

ドリアの観察 
32～35 

内容(1)ウ 

内容の取扱い(1)ア，(1)イ 
2 

用語の確認 36 
内容(1)ア(ア)，(1)ア(イ) 

 
1 

２編 

遺伝子とそのはた

らき 

１章 生物と遺伝子 40～53 
内容(1)イ(ア) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ア 
4 

２章 遺伝情報の分配 54～61 
内容(1)イ(イ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ア 
4 

３章 遺伝情報とタンパク

質の合成 
62～71 

内容(1)イ(ウ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ア 
3 

探究２ 細胞周期の観察 72～75 
内容(1)ウ 

内容の取扱い(1)ア，(1)イ 
3 

用語の確認 76 内容(1) イ(ア)，(1)イ(イ)，イ(ウ) 1 

３編 

生物の体内環境の

維持 

 

１章 体内環境の維持 80～97 
内容(2)ア(ア) 

内容の取扱い(1)ア，（2）イ 
5 

２章 体内環境を保つしく

み 
98～109 

内容(2)ア(イ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）イ 
4 

３章 体内環境を守るしく

み 
110～125 

内容(2)ア(ウ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）イ 
4 

探究３ 血液の観察 

探究４ 交感神経のはたら

きを調べる 

126～133 
内容(2)イ 

内容の取扱い(1)ア，(1)イ 
7 

用語の確認 134～136 
内容(2)ア(ア)，(2)ア(イ)，(2)ア

(ウ) 
1 

４編 

生物の多様性と生

態系 

１章 植生の多様性と遷移 140～153 
内容(3)ア(ア) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ウ 
4 

２章 バイオームとその分

布 
154～167 

内容(3)ア(イ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ウ 
4 

３章 生態系とその保全 168～187 
内容(3)イ(ア)，(3)イ(イ) 

内容の取扱い(1)ア，（2）ウ 
6 
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探究５ 樹木の四季変化の

観察 

探究６ 外来生物が生態系

に与える影響 

188～191 
内容(3)ウ 

内容の取扱い(1)ア，(1)イ 
6 

用語の確認 192～193 
内容(3)ア(ア)，(3)ア(イ)，(3)イ

(ア)，(3)イ(イ) 
1 

  計 70 

 

 



 

9 

 

別紙様式 10    
 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
 

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27－33 高等学校 理 科 生物基礎  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名 

2 東書 生基312 改訂 新編生物基礎 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 

19 

 

24 

25 

 

27 

28 

30 

31 

 

48-49 

59 

61 

63 

67 

68 

71 

71 

89 

99 

103 

103 

104 

112 

112 

115 

117 

121 

122 

159 

169 

電子顕微鏡で解明された真核生物の細胞

の詳しい構造 

カタラーゼ 

酵素はどのような物質にも対応するのだ

ろうか？ 

葉緑体の構造 

ミトコンドリアの構造 

葉緑体とミトコンドリアの構造 

ミトコンドリアの伝わり方―母親から伝

わるミトコンドリア― 

染色体の不思議 

細胞周期におけるDNA量の変化 

半保存的複製 

アミノ酸の構造と種類 

転写・翻訳のしくみ 

発生過程で変化するパフ 

細胞の分化によってゲノムは変わるのか 

遺伝子研究の将来 

血液凝固と線溶にはたらく酵素 

ノルアドレナリンとアセチルコリン 

自律神経系と大脳の関係 

ホルモンの受容体と作用機構 

神経分泌細胞 

食細胞が病原体を認識するしくみ 

炎症を導く化学物質 

抗原の認識と免疫寛容のしくみ 

移植細胞の認識 

新型インフルエンザ 

花粉症のしくみ 

針葉樹は凍らないの？ 

エネルギーの流れと転換効率 

1 

 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

内容(1)ア(ア) 

 

内容(1)ア(イ) 

内容(1)ア(イ) 

 

内容(1)ア(イ) 

内容(1)ア(イ) 

内容(1)ア(イ) 

内容(1)ア(イ) 

 

内容(1)イ(ア) 

内容(1)イ(イ) 

内容(1)イ(イ) 

内容(1)イ(ウ） 

内容(1)イ(ウ) 

内容(1)イ(ウ) 

内容(1)イ(ウ) 

内容(1)イ(ウ) 

内容(2)ア(ア) 

内容(2)ア(イ) 

内容(2)ア(イ) 

内容(2)ア(イ) 

内容(2)ア(イ) 

内容(2)ア(ウ) 

内容(2)ア(ウ) 

内容(2)ア(ウ) 

内容(2)ア(ウ) 

内容(2)ア(ウ) 

内容(2)ア(ウ) 

内容(3)ア(イ) 

内容(3)イ(ア) 

                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数  26ページ ） 

（「類型」欄の分類について） 

１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内容と直接的な系統

性があるものを含む）とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 


	高04生基312_002_27-33_08
	高04生基312_002_27-33_09
	高04生基312_002_27-33_10

